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研究シーズ概要 

暗号は安全・安心な情報社会を支えるための必須技術です。広く使われている暗

号の多くは、解読に膨大な時間が必要になるという仮定のもとで、安全性を保証し

ています。そのため、計算機やアルゴリズムの進歩にともない、長期的に安全性を

保証することが困難になります。 

 一方で、量子情報科学の応用技術である量子暗号は、計算機やアルゴリズムが進

歩したとしても安全性を保証すると期待されています。本研究では、量子暗号の利

活用に向けて、新方式の提案、機能の拡張、安全性の検証に関連した基礎研究を行

います。特に、従来の量子暗号の利用では 1対 1の通信を想定していますが、本研

究ではより実用的な 1 対多および多対多の通信への適用を視野にいれた量子暗号

に着目します。 

進捗状況 着想・構想段階      基礎研究段階      実証段階 

連携研究の 

範囲・方法 

◆量子暗号の実用性の検討 

◆量子情報科学の応用技術の実用性の検討 

◆量子暗号に関する技術講習会の実施 

◆量子情報科学に関する技術講習会の実施 

用途・効果 

・市場 

◆用途：情報システムにおける機密性の保証 

◆効果：高い機密性を保証することが可能 

◆市場：高い機密性が求められる情報システム産業 
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